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は じ め に
古来，辛味や臭みのある蔬菜を葷菜と呼び，五臓の気
の発生を助けるとしてこれを積極的に摂取したり，逆に
ご くん ご くん ご
忌んで避けたりした。このため葷菜を五葷，五薫，五





今要覧稿』3）（文政 4 年－1821～天保 13 年－1842），『廣文





































もうきよう ぞう あ ごんきよう
網 経と雑阿含経を挙げる（注5）。仏典の『法苑珠林』10）11）












A Denominate Number for Food
（4） A Denominate Number for Leeks and Garlicky Greens Shown in Classical Literature





















このもろヘ しゆじやう さんまだい もと まさ せ けん
是諸の衆生、三摩堤を求めんとならば、當に世間
ご しゆ しんさい だん この ご しゆ しん じゆく じき
の五種の辛菜を断ずべし。是五種の辛は熟せるを食
いん ほつ しやう くらひ い ま かく ごと
すれば婬を發し、生を啖ては恚を增す。是の如きの
せ かい しん しじき ひと たと よ じゆう に ぶ きやう せんぜつ
世界の辛を食する人は、縦ひ能く十二部経を宣説







にく じき さけ の ご しんくんもつことごと これ じき
肉を食せず酒を飲まず。五辛葷物 悉く之を食せず。
こ ゆえ そ み しゆう え あ な つね しよてんいつ
是の故に其の身臭穢有ること無し。常に，諸天一
さい せ にん く ぎやう く よう そんちよう さんたん わづ
切世人に恭敬、供養、尊重、讃歎せられ、趣かに















































































































































































































ニンニク コ ヒ ル
練る。註云う。辛菜は五臓を助ける。五辛は大蒜・小蒜
































セ リ ノ メ ダイコン
⑥芹の芽・蘿。
『本草綱目啓蒙』31）五辛菜は，⑤の五品種に加えて，さ



























































































































シン ニンニク ノ ビ ル
『合類節用集』67）（延宝 8年－1680）では〈五辛 大蒜 茖葱








































































































































































































































こ ら あわ ふ かみらひともと























































あ ぎ の ひる つ わ ゆ みち
いざ吾君 野に蒜摘みに 蒜摘みに 我が行く道に
か はなたちばな
香ぐはし 花 橘 （以下略）
とあり，ヒル（比盧）の語がある77）91）。『古事記』90）中
巻では
の びる つ ひる つ わ







































































































オ ホ ミ ラ ヤ ブ ニ ラ
識云、於保美羅、今俗云二、也不仁羅ト一〉とある。
お ほ に ら
『本朝食鑑』25）は薤の和名を於保仁良とする（注94）。















































レキ さんさん たくさん ギン ぎん








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































韮 仁良又云古美良 異名 草鐘 乳拾遺
イク コウフンキウ
山韮 今案也未仁良 異名  音育 孝文韮
ト シ コフ サイ ク
葱 岐又云比登毛之 異名 綱目 菜伯同
ル サンソウ










五辛菜 今案ニ可良阿恵毛乃 蕓薹 於知
タク


















サイ キウ カイ キ サウ クワク






























































































































































































シン ニンニク ノ ビ ル ニ ラ アララキ アサツキ













サイ ニラ ヤブニラ アフヒ キ マメノハ
五菜 韮。薤。葵。葱。 
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シン ヲホヒル キ ニラ アサツキ クレノオモ
五辛 大蒜。。薤。蘭。興渠。
『運歩色葉集（天正十七年本）』64）古部では
ヒル キ ニラ アサツキ クレノオモ
五辛 大蒜。。薤。蘭。興渠。
（注 63）『羣書拾唾』68）巻之十動植食物第十

































（注 67）『拾芥抄』24）下 末 飲食部第二十八
スシ ニカシ カラシ シハヽユシ アマシ
五味 酸 苦 辛 鹹 甘 五味事，見二禮記第七一、
五菜 醫書説 葵甘、韮酸、	鹹、韮苦、葱辛
（注 68）『増補下学集』55）巻下之三第十六数量門
ゴ サイ キウ カイ キ サウ クワク


























葵  	 素門云五菜爲レ充
（注 71）『大和本草』71）
サイ キウ カイ キ カク


































































蕓薹 菘 シヱ ホリイレナ
（注 79）『本草和名』75）第九巻草中之下三十九種





實 山岐 一名茖 胡葱一名興渠一名傖蒿
凍 漢（中略）和名岐
（注 82）『倭名類聚抄』76）77）蔬菜部蒜類




























































































釋名 寒菜（胡居士方） 胡菜（同上） 薹菜
（ 雅） 薹芥（沛志） 油菜（綱目）



































































あさつき さんそう かいかいそう とうさん
胡葱 蒜葱 回回葱 島蒜〔『和名抄』『本朝

























４）『廣文庫 第 7冊』（全 20冊）（覆刻版），物見高
見・物見高量〔著〕，名著普及會，1976（注：初版
は 1916年刊）
























１１）a．『大正新脩大藏經 第 53 巻（事彙部（上））





























１８）a．『大正新脩大藏經 第 16巻（経集部 3）No.0671；
入楞伽經（10 巻）；（元魏）菩提流支〔譯〕／





『昭和新纂國譯大藏經 経典部 第 7巻 大乘入
楞伽經；首楞嚴經；大方廣圓覺修多羅了義經』，
昭和新纂國譯大藏經編輯部〔編〕，東方書院，1928














２１）『昭和新纂國譯大藏經 經典部 第 5巻 大般涅












































































































































































b．『色葉字類抄 1 三巻本』，橘 忠兼〔編〕，
前田育徳会尊経閣文庫〔編〕，八木書店，1999
（注：尊経閣文庫所蔵『三巻本色葉字類抄』の複製）／c．
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